
東
広
島
市
雇
用
対
策
協

合
同
企
業
面
接
会
を
開
催

広
島
西
条
公
共
職
業
安
定
所
、
東
広
島

地
域
商
工
連
絡
協
議
会
、
東
広
島
市
で
つ

く
る
東
広
島
市
雇
用
対
策
協
議
会
（
会
長

・
藏
田
義
雄
東
広
島
市
長
）
は
、
５
月
３０

日
午
後
１
時
半
か
ら
同
市
の
ア
ク
ア
パ
ー

ク
体
育
館
（
東
広
島
運
動
公
園
）
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
で
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
ｉ
ｎ
ひ
が

し
ひ
ろ
し
ま
（
合
同
企
業
面
接
会
）」
を
開

く
。企

業
の
個
別
ブ
ー
ス
で
今
年
３
月
卒
業

の
未
就
職
者
と
来
年
卒
業
予
定
の
大
学
や

短
大
、
専
門
・
専
修
学
校
生
ら
就
職
希
望

者
が
、
人
事
担
当
者
か
ら
面
接
や
説
明
を

受
け
る
。
東
広
島
市
内
の
五
一
社
が
参
加

を
予
定
。さ
ら
に
一
日
若
者
し
ご
と
館（
職

業
適
性
診
断
な
ど
）
を
は
じ
め
、
�財
産
業

雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
（
職
業
へ
の
無
料
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
や
県
社
会
福
祉
協
議
会

が
各
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
す
る
。

中
国
計
器
工
業

佐
藤
泉
氏
が
社
長
に

電
機
メ
ー
タ
ー
製

造
販
売
の
中
国
計

器
工
業
�株
（
西
区

三
篠
町
）
で
は
、
新
社
長
に
佐
藤
泉
中
国

電
力
支
配
人
島
根
支
社
長
が
就
任
す
る
こ

と
が
内
定
し
た
。

佐
藤
氏
は
昭
和
２３
年
７
月
２６
日
生
ま
れ
、

広
島
県
出
身
、広
島
電
機
大
学
工
学
部
卒
。

７
１
年
に
中
電
へ
入
社
し
、
岡
山
支
店
津

山
営
業
所
長
な
ど
を
経
て
昨
年
６
月
か
ら

島
根
支
社
長
。
６
月
２５
日
の
株
主
総
会
を

経
て
正
式
に
就
任
す
る
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ブ
ン

山
城
氏
が
社
長
昇
格

惣
菜
加
工
の
�株
フ

レ
ッ
シ
ュ
セ
ブ
ン

（
安
佐
南
区
長
束

五
丁
目
六
―
一
六
）
は
５
月
１
日
付
で
、

秋
山
郷
男
社
長
が
代
表
取
締
役
会
長
に
就

任
し
、
山
城
武
之
副
社
長
が
社
長
に
昇
格

し
た
。

山
城
社
長
は
、
昭
和
２８
年
５
月
２１
日
生

ま
れ
、
広
島
市
出
身
、
広
島
経
済
大
学
経

済
学
部
卒
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
�株
フ
レ
ス

タ
の
常
務
も
兼
務
し
て
お
り
、
フ
レ
ッ
シ

ュ
セ
ブ
ン
に
は
昨
年
１０
月
に
副
社
長
と
し

て
就
任
し
て
い
た
。

三
宅
本
店
が
最
高
金
賞

モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

�株
三
宅
本
店（
呉

市
本
通
七
丁
目

九
―
一
〇
、
三

宅
清
嗣
社
長
）
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
世
界
的

な
食
品
品
評
会
２
０
０
７
モ
ン
ド
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
「
純
米
大
吟
醸
酒
〝
蔵
″
一
・

八
㍑
」
が
最
高
金
賞
を
初
め
て
受
賞
。
合

わ
せ
て
「
大
吟
醸
酒
〝
王
者
千
福
″
同
」

も
四
年
連
続
で
金
賞
を
受
け
た
。
蔵
は
、

県
産
酒
造
好
適
米
の
千
本
錦
を
使
い
、
呉

灰
ケ
峰
伏
流
水
と
酵
母
せ
と
う
ち
２１
で
造

っ
た
、
吟
醸
香
の
高
い
、
す
っ
き
り
と
し

た
淡
麗
辛
口（
日
本
酒
度
プ
ラ
ス
四
）で
、

ア
ル
コ
ー
ル
度
一
七
・
五
度
。
価
格
は
五

一
七
五
円
。
王
者
千
福
は
、
重
厚
さ
の
中

に
濃
純
な
味
わ
い
が
特
徴
で
ア
ル
コ
ー
ル

度
一
七
・
五
度
。
価
格
一
万
四
二
五
円
。

訂

正

５
月
１７
日
号
１６
頁
、
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
広
島
支
社
の
記

事
中
、
移
転
先
の
面
積
一
二
四
�
㍍
を
床

面
積
四
四
八
�
㍍
に
訂
正
し
ま
す
。

「
そ
ろ
そ
ろ
大

腸
の
こ
と
気
に
し

な
く
っ
ち
ゃ
」
な

ど
、
最
近
テ
レ
ビ

な
ど
で
の
大
腸
の

話
題
が
増
え
て
い
ま
す
。
大
腸
の
病
気
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
一
番
恐

い
の
は
大
腸
癌
で
す
。

近
年
わ
が
国
に
お
い
て
、
大
腸
癌
患
者

は
増
加
し
て
お
り
、
大
腸
癌
の
死
亡
数
は

２
０
０
４
年
度
で
男
性
二
万
一
八
三
五
人
、

女
性
一
万
八
二
〇
七
人
で
あ
り
、
二
〇
年

前
の
約
二
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

性
別
に
お
け
る
癌
死
亡
率
の
推
移
を
み

て
み
ま
す
と
、
男
性
で
は
一
位
が
胃
、
二

位
が
肺
、
三
位
が
肝
臓
、
四
位
大
腸
の
順

で
し
た
が
、
現
在
で
は
第
一
位
が
胃
癌
か

ら
肺
癌
と
な
り
、
大
腸
癌
は
四
位
が
続
い

て
い
ま
す
。
一
方
女
性
で
は
、
胃
癌
の
一

位
が
長
く
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
０
３
年

よ
り
大
腸
癌
が
一
位
と
な
り
、
順
に
胃
、

肺
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
別
に

大
腸
癌
死
亡
率
を
み
ま
す
と
、
男
女
と
も

四
〇
歳
代
か
ら
増
加
し
、
五
〇
歳
代
か
ら

急
増
し
て
い
ま
す
。

大
腸
癌
の
発
生
原
因
と
し
て
は
、
遺
伝

的
原
因
に
加
え
、
食
習
慣
を
含
む
生
活
習

慣
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
に

お
い
て
も
、
肉
類
や
脂
肪
分
の
摂
取
の
増

加
や
肥
満（
内
臓
肥
満
）、
運
動
不
足
な
ど

が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

近
年
急
速
に
増
加
し
て
き
て
い
る
糖
尿
病

や
い
わ
ゆ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
も
原

因
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
大
と
思
わ
れ

ま
す
。

大
腸
癌
の
検
査
方
法
と
致
し
ま
し
て
は
、

ま
ず
、
便
潜
血
反
応
（
免
疫
法
）
に
よ
る

大
腸
癌
検
診
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
便
潜
血

反
応
が
陽
性
の
場
合
、
次
に
確
定
診
断
の

た
め
、
大
腸
内
視
鏡
検
査
が
必
要
と
な
り

ま
す
。検
診
に
よ
る
大
腸
癌
の
発
見
率
は
、

年
々
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
痔

の
あ
る
方
は
放
置
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
普
段
便
秘
気
味
の
方
、

便
が
細
か
っ
た
り
、
ウ
ナ
ギ
の
よ
う
な
コ

ロ
コ
ロ
し
た
便
の
方
な
ど
は
精
密
検
査
が

必
要
で
す
。

大
腸
癌
の
予
防
と
致
し
ま
し
て
は
、
食

生
活
に
お
い
て
、野
菜
や
果
物
を
摂
取
し
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
予
防
と
同
じ
よ

う
に
全
体
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
を

適
正
化
す
る
と
と
も

に
、運
動
が
効
果
的
で

す
。従

っ
て
、早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
た
め
に

は
ぜ
ひ
、大
腸
検
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

大
腸
の
検
査
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

広

島

市

医

師

会

理

事

医
療
法
人
た
か
ま
さ
会
理
事
長
代
行

山
�

正
志

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ

（18）

（第３種郵便物認可）

広島経済レポート２００７年５月２４日号 No.2581

ート）／２００７年０５月／０５月２４日号第１９号通巻２５８１号／Ｐ１８　健康メモ／Ｐ１８　健康メモ  2007.05.18 18.24.48  Page 18 




